
目
的
・
概
要

（１）産業振興と市民生活を支えるための土地の有効活用
・多様化する市民ニーズや産業活動の変化に対応するとともに、地域活力が生み出される、時代に見合った
質の高いまちづくりを推進するため、より有効な土地利用や公共施設の配置等について検討します。

（２）子どもからお年寄りまでの生活を支える交通体系の構築
・バス不便地域に対する対応や広域での定住圏を確保するため、地域を結ぶ交通手段の確保に努めます。
・バスの利用促進により高齢者を始め誰でも外出しやすい環境を整備します。
・通行者の利便性・安全性を高めるとともに、地域間・都市間のアクセスを強化するため、道路ネットワー
クの整備を進めます。

（３）山形市が持つ個性や独自の資源、文化を重視した中心市街地の賑わいづくり
・中心市街地の商業機能向上のため、中心市街地において、特色ある商業の振興を図ります。
・中心市街地の魅力を高め、賑わいを創出するため、歴史・文化的資源の魅力を向上させるととも
に、情報発信に努めます。
・中心市街地へのアクセス向上などにより利便性を高めるとともに、個々の歴史・文化的資源を結びつける
ことで回遊性を高めます。
・商店街組織等が実施する自主的な取組を支援することにより、街なかの賑わい創出を図ります。

（４）　市民・コミュニティ活動の活性化によるまちづくり
・地域における自主的な活動及び地域活動への市民の積極的な参画を促進するため、地域住民の自主的なま
ちづくりを支援します。
・安全・安心なコミュニティ活動の場を確保していくため、地域住民の活動の場を整備します。
・多様化する市民ニーズに対応できるよう、地域課題を解決する市民活動の活性化を促進します。

重点政策評価調書

No. 4 重点政策名 時代の変化に対応した都市・社会基盤の整備

達成度　◎:目標値を既に達成、○:H31まで目標値を達成できる見込み、
　　　　矢印表記:H31までに目標値達成できるか現時点では不明確のため、当初値からの状況を示す

評
価
結
果

内容

【評価】
　おおむね計画通りに進捗しているが、中心市街地の歩行者・自転車通行量が減っている。
　中心市街地の回遊性の低下によるものと思われるため、中心市街地活性化基本計画に記載の未着手となっ
ている核事業の早期事業着手を推進するとともに、中心市街地の回遊性や商業の魅力の向上を図るための取
組を検討する必要がある。

中心市街地の歩行者・自転車通行量 36,000人 34,022人 27,609人 ↘
31,179人 ◎

土地利用に係る見直し件数
施設等の配置
検討後に設定

― ― ―

↗
バス利用者数

5,787
千人

5,730
千人

5,802
千人 ◎

→

街なか観光客の入込数
950,000

人
830,644

人
834,008人 ↗

空き店舗率 12.1% 13.2% 12.9% ↗

達成度

公共交通機関利用者数
10,858
千人

10,801
千人

10,833
千人 ↗

成
果
指
標

指標名 目標値 当初値 H28実績値

いきいき地域づくり支援事業実施地区数 30地区 20地区 20地区

都市計画道路整備率（概成済を含む） 75.1% 73.1% 73.3%

コミュニティセンター等で行っている地域づくり事業への
参加者数

15,300人 14,330人

市民活動支援センターの登録団体数 373団体 336団体 344団体 ↗

1



No. 4-1 重点政策名 ４．時代の変化に対応した都市・社会基盤の整備

主管課 都市政策課 施策名 （１）産業振興と市民生活を支えるための土地の有効活用

目
的
・
概
要

①土地の有効活用の検討
　多様化する市民ニーズや産業活動の変化に対応するとともに、地域活力が生み出される、時代に見合った
質の高いまちづくりを推進するため、より有効な土地利用や公共施設の配置等について検討します。

成
果
指
標

指標名 当初値 目標値 H27 H28 H29 H30 H31

土地利用に係る見直し件数 － 施設等の配置
検討後に設定 - -

主要事業名
事業費（千円） 進捗

状況H27決算 H28決算 H29予算 Ｈ30 Ｈ31 合計

事業中

事業概要

【H28】
＜より有効な土地利用や公共施設の配置＞
市として、南部への児童遊戯施設及び道の駅の設置箇所について決定した。
新たな産業団地開発の基本構想策定等について、概況整理や候補地絞り込
み等の検討を開始した。
＜都市計画マスタープラン＞
土地利用や施設配置について、全体構想及び分野別構想の方針や具体的な
取組例、土地利用構想図への位置づけを行った。
＜市街化調整区域開発規制緩和事業＞
移住定住の促進や集落の維持・活性化を図るため、条例で市街化調整区域
(集落及び拠点)を指定し、指定した区域内での住宅系の規制緩和に向けた環
境整備を行った。

課題等

現在は、個別施設ごとの設置箇所の選定になっている。
市街化調整区域の規制緩和に伴い、市街化区域にどのような影響がどの程度
でるのか実態がわからないため、当面は実態の把握に努めるとともに、影響に
対する具体的な対応策については今後検討が必要。

土地の有効な利活用を
推進するための方策の
整備

0 0 0

事業中

事業概要

【H27】 ＜都市計画マスタープラン＞全体構想及び分野別構想の案作成及び
地域別構想原案の検討等を行った。
＜都市計画道路＞未着手道路の評価、都市計画道路見直し計画案の検討を
行った。
【H28】 ＜都市計画マスタープラン＞全体構想及び分野別構想の策定・公表、
地域別構想原案の修正等を行った。
＜都市計画道路＞「山形市都市計画道路見直し計画」の策定・公表を行った。

課題等

庁内・庁外関係機関との調整や地域ごとに行う意見交換会などの内容を取り
纏め、地域別構想（２５地区）の策定を平成２９年度から３年間で行う必要があ
る。併せて、都市計画道路見直し計画において「廃止候補」等に位置づけられ
た路線について、関係機関と協議を行いながら、すみやかに都市計画道路の
都市計画決定・変更を行う必要がある。

都市計画マスタープラン
見直し事業

8,559 10,556 4,255

8,559 010,556 4,255 0 0
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評
価
結
果

内容

【評価】
　南部への児童遊戯施設及び道の駅の設置箇所について設置箇所が決定し、新たな産業団地についても整備
箇所の選定に向けて順調に進んでいる。
　都市計画マスタープラン見直しや市街化調整区域の規制緩和についても、概ね計画通り進んでいる。

【課題】
　個別施設ごとの設置箇所の選定となっている。

【今後の方向性】
　市の全体的な土地利用と施設配置の方向性について、関係部課との調整を図るとともに山形市発展計画や
都市計画マスタープラン等の計画を踏まえて適正な土地利用を図っていく。
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38,309 事業中

事業概要

【H27】【H28】 　乗合旅客事業者（高瀬線：山交バス㈱、南部線：山交ハイヤー
㈱）と締結する協定に基づき、運行経費と運賃収入の差額を運行負担金として
事業者へ交付する。
○コミュニティバス高瀬線の運行
　①経路：高沢～山形駅前　   小学生、障がい者は半額。未就学児は無料。
○地域交流バス南部線の運行
　①経路：山形市役所前～農業試験場前
※高齢者外出支援事業との連携として高齢者乗車証を交付する。

課題等
従前、利用していた高齢者が加齢等により公共交通を利用できないケースが増えてきて
いる。そのため、新たな需要の発掘や利用方法の提案による利用拡大策の検討及び経
費削減に向けた運行形態の見直しを実施していく必要がある。

コミュニティバス等運行
事業

12,614 12,931 12,764

93,614 事業中

事業概要

【H27】 ・【H28】 補助対象路線に対して経常費用と経常収益の差額についてバ
ス事業者である山交バス㈱に対して補助を行った。
　補助対象路線は11路線（市外も運行する2路線については山形市運行分のみ
補助）。

課題等 赤字路線における利用者の減少

生活バス対策事業

31,444 31,085 31,085

107,522 事業中

事業概要

【H27】 コミュニティバス西部循環線の運行、公共交通マップ2015版の作成、山
形市公共交通網形成計画の策定
【H28】 コミュニティバス西部循環線の運行、コミュニティバス東部循環線の運行
準備

課題等

公共交通利用促進対策
事業

13,577 13,881 80,064

※都市計画道路整備率の当初値は計画策定後73.1%に確定（73.5%は策定時点の見込値）

主要事業名
事業費（千円） 進捗

状況H27決算 H28決算 H29予算 Ｈ30 Ｈ31 合計

バス利用者数
5,730
千人

5,787
千人

5,730
千人

5,802
千人

成
果
指
標

指標名 当初値 目標値 H27 H28 H29 H30 H31

都市計画道路整備率（概成済を含む） 73.1% 75.1% 73.1% 73.3%

No. 4-2 重点政策名 ４．時代の変化に対応した都市・社会基盤の整備

主管課 企画調整課 施策名 （２）子どもからお年寄りまでの生活を支える交通体系の構築

目
的
・
概
要

①地域を結ぶ公共交通の確保
　市民の移動手段を確保するため、バス路線等について、市民のニーズや地域の特性を反映した公共交通
ネットワークを構築・確保するとともに、公共交通の利用を促進します。

②高齢者の外出支援の充実
　バスの定期券購入に対し補助を行い路線バスやコミュニティバスを利用してもらうことにより、高齢者の
外出の機会を増やすことで閉じこもりを防止し、住み慣れた住宅に元気で継続して生活できるよう支援する
とともに自動車運転免許証の返納を後押しします。

③安全で利便性の高い道路ネットワークの構築
　通行者の利便性・安全性を高めるため、都市計画道路及び生活道路の整備を進め、地域間・都市間のアク
セスを強化するとともに、未改良道路の整備を行います。
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2,838,974 事業中

事業概要

　安全で利便性の高い道路ネットワークを構築し都市機能の向上を図るため、
まちづくりの骨格となる道路を整備することにより
【H27】
　諏訪町七日町線（本町二丁目～七日町五丁目）の完成　Ｌ=約２８０ｍ
　十日町双葉町線ほか２路線、東原村木沢線ほか１路線、四日町日月山線、諏
訪町七日町線（大龍寺工区）の工事等
【H28】
　十日町双葉町線ほか２路線、東原村木沢線ほか１路線、四日町日月山線、諏
訪町七日町線（大龍寺工区）の工事等

課題等

街路事業

926,608 710,116 1,202,250

117,000 事業中

事業概要

【H27】 ・【H28】
 「シルバー3ヶ月定期券」の購入を希望する高齢者に対し一定額を助成。また、
自動車運転免許証返納者に、当該定期券の購入について１年間に限り金額を
助成。

課題等

高齢者外出支援事業

117,072 118,362 117,000

40 事業中

事業概要

山形定住自立圏形成協定に基づき、山辺町・中山町とで公共交通ネットワーク
を構築し、圏域内住民の公共交通の利用促進を図っていく。
【H27】 協議会へ負担金122千円を支出（全額が県交付金交付対象）
　平成24年度に行った住民ニーズ調査の結果を踏まえ、新規路線整備の検討
を行った。
　山形市～山辺町間については、済生病院シャトルバスの活用検討
　山形市～中山町間については、スマイルグリーン号の中山町への延伸につい
て検討
【H28】 協議会へ負担金20千円を支出（事業実態に併せて【H28】 年度より負担
金を減額）　山形市～中山町の路線について、スマイルグリーン号が中山町ま
で運行区域を拡大したことに伴い、新たに広域公共交通ネットワークを構築する
ことができた

課題等
　山形市～山辺町間の広域公共交通ネットワークについては、山形済生病院
シャトルバスとの連携を模索しているが、済生病院側の負担増や国庫補助が見
込めないなど、解決しなければならない課題が顕在化してきている。

公共交通広域ネット
ワーク構築事業

118 20 20

7,364 事業中

事業概要

　路線バスが廃止されている大郷・明治地区の住民が自主運行している「スマイ
ルグリーン号」の運行費について補助金を交付。
【H27】 運行日数98日、運行便数418便　・利用者数1,564人（16.0人／日）
　        補助金交付実績1,944千円
【H28】 運行日数119日、運行便数535便　・利用者数1,872人（15.7人／日）
　       補助金交付実績2,864千円
　28年10月より公共交通広域ネットワーク構築事業で検討した山形市～中山町
路線を当該事業と連携して実施。現在の山形市街地～大郷・明治地区の経路
を中山町まで延伸。

課題等

　年々、1便あたりの利用人数が減少していることからも明らかなように、従前、利用して
いた高齢者が加齢等により公共交通を利用できないケースが増えてきている。そのた
め、新たな需要の発掘や利用方法の提案による利用拡大策を検討し実施していく必要
がある。

明治地区自主運行バス
支援事業

1,944 2,864 4,500
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4,827,770

評
価
結
果

内容

【評価】
　公共交通の確保については、高齢者外出支援事業などの影響により、路線バスやコミュニティバス西部循環線の利用
者数が増加し、平成28年度において既に目標を達成している。
　また、高齢者外出支援事業が、高齢者の外出する機会を確保し、介護予防に役立っている。また、自動車運転免許証
返納者の購入も相当数あり、高齢者の免許返納の動きも後押ししている。
　道路ネットワークの構築については、都市計画道路、生活道路ともに順調に整備が進んでいる。

【課題】
　高齢者外出支援事業が公共交通の利用率向上や高齢者の外出機会の確保に貢献しているが、事業対象者となる高齢者
が約５万人であり、今後、さらに増加していくことが見込まれていることから、事業費の拡大が懸念される。
　また、道路ネットワークの構築については、効果的な事業推進を図るため、事業費の財源確保が課題となっている。

【今後の方向性】
　公共交通に関しては、山形市公共交通網形成計画に基づき、利便性や利用率向上に向けて引き続き諸施策に取り組ん
でいく。また、高齢者外出支援事業については、このまま継続して実施していくものの、事業費抑制の観点から、補助
の在り方を検討していく。道路ネットワークの構築については、市民生活の安心安全を確保するとともに、緊急車両等
が円滑に通行できるよう完成に向けて、計画的な進捗管理を行う。

1,892,229 1,652,632 2,309,257 0 0

1,624,947 事業中

事業概要

車両の円滑な走行及び安全性の確保により市民生活の安定を図るため、市道
認定基準の幅員6.0ｍ以上の道路・橋梁を新設・改良する。
【H27】 　新出羽高櫤線ほか22路線の整備
【H28】 　新出羽高櫤線ほか22路線の整備

課題等

道路・橋梁新設改良事
業

788,852 763,373 861,574
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No. 4-3 重点政策名 ４．時代の変化に対応した都市・社会基盤の整備

主管課 山形ブランド推進課 施策名 （３）山形市が持つ個性や独自の資源、文化を重視した中心市街地の賑わいづくり

目
的
・
概
要

①「山形市中心市街地活性化基本計画」の推進
　歴史や文化を活かした山形の魅力あふれるまちづくりを推進するため、「山形市中心市街地活性化基本計
画」に基づき、官民連携による中心市街地の活性化に取り組みます。

②中心市街地の商業振興
　中心市街地において空き店舗等を活用し新規出店する市民・事業者や、大規模な再開発事業を実施する事
業者に対し支援を行うことにより、特色ある商業の振興を図ります。

③歴史・文化的資源の魅力の向上
　中心市街地の歴史・文化的資源の魅力に磨きをかけるとともに、各拠点施設におけるイベントや自主事業
の更なる充実を図ることにより、その魅力を積極的に全国に発信していきます。また、山形市のシンボルで
ある霞城公園の整備や、中心市街地内に位置する他の公園及び山形五堰の整備を行うことにより、歴史と文
化を後世に遺しながら中心市街地の魅力を高めます。

④中心市街地の回遊性の向上と賑わい創出
　中心市街地へのアクセス向上などにより利便性を高めるとともに、個々の歴史・文化的資源を結びつける
ことにより回遊性を高めます。あわせて、商店街組織等が実施するイベント開催等の自主的な取組に対し支
援を行うことにより、街なかの賑わい創出を図ります。

成
果
指
標

指標名 当初値 目標値 H27 H28 H29 H30 H31

街なか観光客の入込数
830,644

人
950,000

人
811,618

人
834,008

人

空き店舗率 13.2% 12.1% 12.5% 12.9%

主要事業名
事業費（千円） 進捗

状況H27決算 H28決算 H29予算 Ｈ30 Ｈ31 合計

事業中

事業概要

【H27】
・街なか出店・居住推進事業、街なか賑わい推進事業の実施。
・中心市街地活性化協議会への参加、中心市街地活性化の状況把握。
・新規出店者向け支援事業の検討。
【H28】
・街なか出店・居住推進事業、街なか賑わい推進事業の実施。
・中心市街地活性化協議会への参加、中心市街地活性化の状況把握。
・旅篭町にぎわい拠点整備事業（旧木村邸）の着手。

課題等
基本計画に記載の未着手となっている核事業の早期事業着手を推進するととも
に、街なかの回遊性や商業の魅力の向上を図るための取組を検討する必要が
ある。

中心市街地活性化基本
計画推進事業

11,876 11,731 12,093

事業中

事業概要

【H27】 平成28年度からの新規事業
【H28】 中心市街地活性化基本計画に係る国庫補助金の交付を受けた民間
  　事業者等に対して、施設整備費の一部を補助（平成28年度において
  　は、本事業の対象となる民間事業者等はなし。）。

課題等

近年、国の中心市街地活性化関連の補助事業の予算額が減少傾向にあり、国
庫補助金の採択を受けることが困難になってきているため、国庫補助金の活用
を希望する民間事業者等が出てきた場合には、事業内容等の相談・助言を行
い、国庫補助金の採択を受けられる事業となるよう支援していく必要がある。

中心市街地空き店舗活
用事業

0 0 0
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事業中

事業概要

【H27】 平成28年度からの新規事業
【H28】 山形市における創業支援事業計画に基づく特定創業支援事業（創業
  　ゼミ・創業塾）を受講し、認定証明書の発行を受けた者に対して、中心
  　市街地の空き店舗を活用した新規出店に係る施設整備費の一部を補
　　助。
   ・補助件数３件

課題等
空き店舗率が上昇していることから、中心市街地への新規出店を促進するため
の取組を検討する必要がある。

中心市街地新規出店者
サポート事業

0 4,978 4,000

事業中

事業概要

【H27】 なし
【H28】 商業施設（セブンプラザ）を中心とした再開発事業を実施する市街地
  　再開発組合に対し、市が事業費の一部を補助する。
  　・事業期間　平成28年度～平成32年度
  　・補助対象事業費　30億8,162万円（総事業費　54億3,179万円）
  　・補助総額　18億2,334万円
   （内訳　国 9億1,167万円、県 1億3,051万円、市 7億8,116万円）

課題等

市街地再開発支援事業

0 0 650,986

事業中

事業概要
【H27】 管理運営業務の委託　年間利用者数132,418人
【H28】 管理運営業務の委託　年間利用者数127,084人

課題等

交流ルーム利用者の固定化や、自主事業の定番化の傾向が見られるため、新
規利用者の集客を図るために、新たな企画を考案することなどが必要である。
また、来館者の属性や傾向を把握するなど、中心市街地の街なか回遊促進を
図るための情報集収に努める必要がある。

山形まなび館運営事業

28,998 27,997 28,676

事業中

事業概要

紅花商人だった長谷川家の財産である、土地建物を賃貸借し、整備した「山形
まるごと館　紅の蔵」の管理運営委託。
【H27】 管理運営業務の委託　年間利用者数416,425人
【H28】 管理運営業務の委託　年間利用者数406,928人

課題等
年々増加していた利用者数も減少傾向に転じており、利用者増加に向けた取組
が必要である。

山形まるごと館紅の蔵
運営事業

49,258 49,215 49,393

事業中

事業概要

山形城の復元を図りながら、国の史跡にふさわしい歴史・文化をいかした都市
公園として整備する。
【H27】 本丸御殿広場（３次）及び本丸西堀土塁（５次）の発掘調査。
  　本丸西堀土塁の復原及び二ノ丸土塁園路等の整備。
【H28】 本丸御殿広場（４次）、本丸西堀土塁（６次）及び二ノ丸北東土塁
  　（１次）の発掘調査。
  　本丸西堀土塁の復原及び桜の園北側園路広場等を整備。

課題等

霞城公園整備事業

101,546 103,444 93,662

事業中

事業概要

中心市街地活性化基本計画に位置付けられた区域内において、市街地の賑わ
いを創出し、利用ニーズに応じた公園を新設及び再整備する。
【H27】 なし
【H28】 ひばり公園の事業用地を取得。
  　駅前公園の測量及び設計を実施。

課題等

中心市街地活性化公園
整備事業

0 50,891 50,000
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事業中

事業概要

山形五堰において、農業用水を安定通水させるため、水路に堆積した土砂上
げ、草刈、老朽化した石積水路の改修及び親水広場の改修等を実施した。
【H27】 パンフレット作製等、石積水路等の補修　2箇所、土砂上げ　2箇所、
  　農業用水路清掃等業務委託、御殿堰中央親水広場等改修。
【H28】 パンフレット作製等、石積水路等の補修　4箇所、土砂上げ　2箇所、
  　農業用水路清掃等業務委託、御殿堰中央親水広場等改修。

課題等 老朽化した石積水路が増加しており、全体的な改修が必要となってきている。

五堰整備事業

6,181 6,461 6,855

完了

事業概要

山形商工会議所及び各中心商店街が事業主体である、中心市街地循環バスを
運行する事業に対して補助。
【H27】 年間延べ利用者数：306,574人
【H28】 年間延べ利用者数：296,162人

課題等

中心市街地循環バス運
行支援事業

2,600 2,600 650

完了

事業概要

都市計画道路十日町双葉町線の整備に伴い、幸町暫定駐輪場が廃止されたた
め、その代替施設として整備。
【Ｈ27】　関係課打ち合わせ、JR貨物との用地交渉
【H28】 用地購入、整備工事（舗装・照明等・フェンス・防犯設備・看板）、
  　事業完了

課題等

山形駅南駐輪場整備事
業

0 68,570 0

事業中

事業概要
【Ｈ27・H28】
　中心商店街関連団体等による賑わいづくりのためのイベント開催支援。

課題等
イベント来場者がイベントを楽しんだ後、中心市街地を回遊する様子があまり見
られないことから、中心市街地の回遊性を高めるための取組を検討する必要が
ある。

中心商店街活性化推進
事業

5,260 9,355 8,419

事業中

事業概要

山形市の観光の中核的推進拠点として「日本一の観光案内所」を整備する。
【H27】  なし
【H28】 日本一の観光案内所の設置に向け、八戸市・仙台市の観光案内所の現
場調査を行った。

課題等
設置場所及び人員の配置、既存の案内所との差別化について検討する必要が
ある

日本一の観光案内推進
事業（再掲）

0 0 0

0

評
価
結
果

内容

【評価】
官民連携による中心市街地活性化の取組により、概ね計画通り進んでいる。

【課題】
目標達成のため、基本計画に記載の未着手となっている核事業の早期事業着手を推進するとともに、街なか
の回遊性や商業の魅力の向上を図るための取組を検討していく必要がある。

【今後の方向性】
山形市中心市街地活性化基本計画に基づき、中心市街地の活性化に向けた取組を継続する。

205,719 335,242 904,734 0 0
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No. 4-4 重点政策名 ４．時代の変化に対応した都市・社会基盤の整備

主管課 広報課 施策名 （４）市民・コミュニティ活動の活性化によるまちづくり

目
的
・
概
要

①地域住民が自ら行う地域づくり活動の推進
　地域住民が自ら考え、実践する地域づくり活動を支援することにより、地域における自主的な活動及び地
域活動への市民の積極的な参画を促進します。

②地域住民の活動拠点の整備
　地域住民にとって地域づくりの活動拠点となるコミュニティセンターや集会所等の整備を進めます。

③市民活動の活性化の促進
　市民活動団体の活動を支援するため、コミュニティファンドの仕組みにより寄付者（民間資金）と市民活
動支援団体の活動が持続的に循環するよう、支援の充実を図ります。

成
果
指
標

指標名 当初値 目標値 H27 H28 H29 H30 H31

いきいき地域づくり支援事業実施地区数 20地区 30地区 21地区 20地区

市民活動支援センターの登録団体数 336団体 373団体 334団体 344団体

主要事業名
事業費（千円） 進捗

状況H27決算 H28決算 H29予算 Ｈ30 Ｈ31 合計

事業中

事業概要

自主的に行う特色のある地域づくり事業に対し補助を行う。
＜主な事業の例＞
 あじさいまつり（村木沢地区）、いきいき実感ｉｎ東沢（東沢地区）、
 滝山まちづくり事業（滝山地区）

課題等
各町内会単位等での活動はあるものの、地域全体の特色ある地域づくりにまで
つながっていない地区がある。

いきいき地域づくり支援
事業

7,013 6,602 7,282

事業中

事業概要

「山形市コミュニティセンター整備基本方針」（H23.2月策定）に基づき、コミュニ
ティセンターの建替えを行う。整備対象は飯塚（H23～26）、村木沢（H24～27）、
本沢（H25～28）、東沢（H26～29）、椹沢（H27～30）、西山形（未定）の６館。
【H27】 村木沢：外構工事　　　　　　　　本沢：建替工事・外構実施設計
　　　　 東沢：設計・擁壁設置工事　　　椹沢：基本構想策定・地質調査
【H28】 本沢：解体工事・外構工事　　  東沢：建替工事・外構実施設計
          椹沢：用地測量・設計

課題等

西山形コミュニティセンターの新たな建設予定地の選定にあたっては、地元と協
議のうえ検討を進めていく必要がある。また、整備スケジュールについては、新
たな建設予定地選定の見通しが立った時点で早急に検討を進めていく必要が
ある。

コミュニティセンター建
設事業

413,819 360,556 405,180

事業中

事業概要

地域住民が集会等に利用する施設を地域又は町区ごとに建築（増改築、補修
及び建物の購入を含む。）し、若しくは賃借し、又はその敷地を購入する場合に
助成を行う。
【H27】  新増改築 1件  補修 14件  賃借 2件  緊急対応 3件
【H28】  補修 9件  賃借 2件

課題等

コミュニティ支援事業
（集会所整備等支援）

12,427 4,214 14,632
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事業中

事業概要

コミュニティファンドに寄せられた寄附を財源として、市民活動団体による公益活
動への補助を実施。
【H27】 補助実績　分野：４件、団体：２件、公プレ：１０件　計１９件
【H28】 補助実績　分野：７件、団体：３件、公プレ１０件 計２０件

課題等
市に対する寄付制度については、コミュニティファンンド以外にもふるさと納税や
ガバメントクラウドファンディングもあるため、市民が寄付する手法を選びやすく
するための情報の発信のあり方等を検討する必要がある。

市民活動活性化事業

25,873 19,030 16,100

0390,402 443,194 0 0

評
価
結
果

内容

【評価】
　各主要事業とも、おおむね計画どおり進んでいる。

【課題】

【今後の方向性】
　引き続き、目的・目標の達成に向けて事業を継続していく。

459,132
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